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子どもに一つでも 

多くの感謝を 

衣装や小道具を身に付けて練習が始まる

と、台詞の声や歌声が共に大きくなり、役に

なり切って表現することの楽しさを味わっ

ている様子が見られました。 

いよいよリハーサルになると、本番さな

がらの演技の中に、子どもたち一人一人の

本気や担任の劇を成功させようとする思い

が伝わってきました。学芸会に向けて子ど

もだけでなく担任も全力を尽くす思いで

す。改めて、学芸会は、子どもと教員が一緒

に作り上げる素晴らしい行事であることを

実感した瞬間でした。 

保護者鑑賞日、子どもたちの下校の様子

を見ると、子どもの清々しい笑顔がたくさ

ん見られました。演じきった満足感と達成

感に包まれていたのでしょう。家庭に帰っ

たお子さんと学芸会を話題にして、話が盛

り上がったのではないでしょうか。 

 

次回の開催では、 

地域の皆様、来賓の 

皆様をご招待して、 

多くの方と学芸会の 

感動を共有できるこ 

とを願うばかりです。 

 

『言葉を通して』 

副校長 池本 誠 

 書き初め 

「書き初め」は、今から１２００年程前、

平安時代の新年行事「吉書の奏（きっしょの

そう）」が始まりとされています。そして、

一年の初めに心構えや抱負などを書き記し、

精進するとうまくいくと言われたり、「書」

の上達を願ったりして続けられてきました。 

今月 9,10 日に子どもたちは書き初めに取

り組みました。１,２年生は硬筆です。教室

は、しーんと静まりかえり、子どもたちが集

中していることが伝わってきました。３年生

以上は毛筆です。体育館は、学年全員が集ま

っているとは思えない程の静けさでした。一

人一人が、これから始まる一年間に思いをは

せ、心を込めて書いていました。書き終えた

時に見せた安堵の表情が素敵でしたし、足が

しびれていることに気付いた表情が微笑まし

くもありました。 

 

 

 

 

 

 

言葉について 

さて、このようにして子どもたちが書いた

「書」、言葉を見て、私たちは何を思い、感

じるのでしょうか。ふと、『言葉』について

考えた時、外国の方々の話を思い出しまし

た。日本語を習っていて、シャンシャン、ビ

ービー、プカプカなどの「オノマトペ」がと

ても難しい、ということでした。私たちは、

これらのオノマトペを聞いて、その形や状

況、状態などを思い浮かべることができま

す。 

そこには、日本人特有の「言語感覚」が大

きく影響しているそうです。 

 

この「言語感覚」は、子どもたちが乳幼児

期に、保護者の皆さんから「雨がザーザーだ

ね」「風がヒューヒューふいてるよ」などと

語りかけてもらってきたことから、つながっ

ています。そして、学校での国語の学習で

は、［小学校：言語感覚を養い］→［中学

校：言語感覚を豊かにし］→［高校：言語感

覚を磨く］、と段々とレベルアップしていき

ます。そして、家の中、学校、社会での様々

な機会が学びの場となり、言語感覚を豊かに

したり、磨いたりすることができます。 

例えば、本校の取り組みである「思いやり

の木」も、一つのきっかけです。これは、学

芸会や運動会などを通して『他者と自分を大

切にする』ことを主なね 

らいとしています。それ 

に加えて、『同じ演技を 

見て、自分はこう表現し 

たけれど、他の人はこう 

表現しているな』という 

ことを感じ取ることで、 

言語感覚を養っていくこ 

とにもつながります。 

言葉には、色々な思いを込めて表現するこ

とができます。どのような状況で、どのよう

な言葉を使うのか、読んだり書いたりする基

となる「言語感覚」です。学校での様々な取

り組みを通して、子どもたちが言語感覚を養

っていけるように指導に取り組んでまいりま

す。 

書き初め展のご案内 

子どもたちの書き初めは、２/3～14 の書

き初め展（2/7-10 学校公開）で各教室前に

掲示いたします。真剣に書かれた「書」を通

して、子どもたちの思いを感じ取っていただ

けたら幸いです。ぜひ、お越しください。 

https://school.setagaya.ed.jp/chii/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マラソン月間について 

体育的行事委員会 

  

 令和７年１月1７日（金）から２月７日（金）までの期間に体力向上をめあてにマラソン月

間を実施します。 

１・３・５年生が月・木曜日の中休み、２・４・６年生が火・金曜日の中休みにマラソンに

取り組みます。友達と競うのではなく自分に合ったペースで走れるようになることが大切で

す。 

留意事項は以下の２点です。 

・見学の場合は連絡帳で連絡してください。 

・手袋の着用は可としますが、安全上の理由によりコート、 

ネックウォーマーの着用、上着を腰に巻いて走ることは不可とします。 

     

                      専科研究授業について  研究推進部 安部 克則 

専科は、校内研究のテーマである『相手の考えを受け止め、自分の学びに生かせる児童をめ

ざして～教え合い・学び合いを通して～』を受け、「友達と関わりながら、楽しく造形活動が

できる児童」の育成を目指し、１月２９日（水）に、２年３組で図画工作科「それいけ！ねん

どくん」の研究授業を行います。 

油粘土の山から自分が好きなものをモチーフにした「ねんどくん」を生み出し、粘土の上し

か歩けないという条件を設定し、冒険が始められるように各自で場所をつくるようにします。 

友達の場所もできてきたところで子どもたちの発想を引き出し、道をつくってそれぞれの場

所をつなげます。クラス全体の大きな世界ができたところで、最後に自分の「ねんどくん」と

一緒に冒険します。可塑性をはじめとする粘土特有の良さ、面白さや、友達と協力することで

一人ではできない大きなものができ上がる楽しさへの気付き等、今回の経験が今後の学習活動

に活きることを願っています。来年度の展覧会ではどんな作品が仕上がるかが楽しみです。 

冬川場スキー交流  

５年生担任 

 1 月 2２日から2４日に冬川場スキー交流に行きます。1・2日目はスキーの学習を行い、

3日目には川場小学校を訪問する予定です。千歳台小デバンデスの方や、スキー場のインスト

ラクター、川場村の方、たくさんの方々に教えていただき、普段 

なかなかできない貴重な体験を味わえることでしょう。2日目に 

は、川場小の5年生と一緒にスキーを滑ったり、カレーを食べた 

り、秋に会えなかった分を取り戻せることと思います。 

 多くの方々のご協力のおかげで、この交流が成り立っています。 

千歳台小学校ならではの交流に感謝し、これからの学校生活にも 

生かしていけるよう指導していきます。 

 


